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1.  平成24年12月期第1四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第1四半期 5,464 8.8 462 67.0 426 77.0 184 ―
23年12月期第1四半期 5,022 2.3 277 3.4 240 6.9 △284 ―

（注）包括利益 24年12月期第1四半期 198百万円 （―％） 23年12月期第1四半期 △280百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年12月期第1四半期 4,039.45 4,027.43
23年12月期第1四半期 △6,270.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第1四半期 13,841 2,912 20.9 63,042.42
23年12月期 12,739 2,784 21.8 60,689.21
（参考） 自己資本   24年12月期第1四半期  2,890百万円 23年12月期  2,771百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00
24年12月期 ―
24年12月期（予想） 0.00 ― 2,000.00 2,000.00

3.  平成24年12月期の連結業績予想（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 10,700 5.5 520 3.9 460 8.5 110 ― 2,407.89
通期 22,600 7.5 1,290 1.8 1,180 9.4 400 52.2 8,755.99



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、上記業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期1Q 45,852 株 23年12月期 45,664 株
② 期末自己株式数 24年12月期1Q ― 株 23年12月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期1Q 45,683 株 23年12月期1Q 45,496 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第1四半期連結累計期間における我が国の経済は、東日本大震災とそれに伴う福島原発事故の影響はいまだ残る

ものの、３月の景気動向指数が４カ月連続で改善する等、一部の企業生産活動は回復基調が見られました。ただ、歴

史的な円高、欧州景気不安、デフレ等の継続に伴う家計の生活防衛意識は依然として根強く、個人消費は厳しい状況

で推移致しました。 

外食産業におきましても、消費者の節約志向・生活防衛意識の高止まりに加え、食品に対する放射能汚染への不

安感は完全に払拭されたとは言い切れず、依然として厳しい状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループは、「大衆というカテゴリで日本一の外食企業となる」という確固たる目標

のもと、当第１四半期連結累計期間におきましても既存店事業の全体的な底上げ、および販促活動の強化に注力いた

しました。「まいどおおきに食堂」を中心として「神楽食堂 串家物語」、「手作り居酒屋 かっぽうぎ」、「浪花

麺乃庄 つるまる」をはじめとする全ブランドの業績改善に全社一丸となって取り組むと同時に、不採算店舗の戦略

的撤退を行いました。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計年度の業績は、売上高54億64百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益４億62

百万円（前年同期比67.0％増）、経常利益４億26百万円（前年同期比77.0％増）と増収増益となりました。一方、減

損損失等の特別損失１億47百万円を計上したため、四半期純利益は１億84百万円（前年同期四半期純損失は２億84百

万円）となりました。  

  

事業の種類別セグメントの業績は、次の通りです。 

  

＜直営事業＞  

直営事業につきましては、国内および海外において、「まいどおおきに食堂」、「神楽食堂 串家物語」、「手

作り居酒屋 かっぽうぎ」、「浪花麺乃庄 つるまる」等全ての業態において既存店収益力強化と並行して、積極的

に各種改革に取り組みました。  

 「串家物語」事業につきましては、ファミリー層や女性をターゲットにした新しいメニューを導入した新スタイル

の出店を行っており、売り上げも好調に推移しております。当第１四半期連結累計期間におきましては、イオンモー

ル熊本（熊本県）に出店を行っております。 

 「まいどおおきに食堂」を中心とした直営事業既存店店舗につきましては、さらなる顧客満足度向上を目指し、各

店舗の抱える問題点の洗い出しとその解消を図ってまいりました。また、集客力アップを目指した店舗改装、ブラン

ドごとの季節メニューの導入、戦略的な販促活動の実施による一層の売上向上の努力を続けてまいりました。 

 また海外事業につきましては、現在上海に３店舗、ハワイに１店舗を展開しておりますが、中国における外食市場

の急拡大・ライフスタイルの変化に応えるべく、事業の拡大を計画しております。 

以上の結果直営事業の売上高は50億68百万円、セグメント利益は５億87百万円となりました。 

  

＜ＦＣ事業＞ 

ＦＣ事業につきましては、当社トレーナーが各加盟店に臨店して行う調理指導の他、店長会議、トレーナー会議

等を通じて直営店における成功事例の共有を進めることにより店舗の収益力強化に努めております。中でも「まいど

おおきに食堂」につきましては、直営店と同様に改装を漸次進めることにより更なる集客力向上を図っております。

今後も加盟企業様との親密なコミュニケーションを図りながら問題点の洗い出し・解消を図り、継続的な収益力

の向上を目指してまいります。 

以上の結果、ＦＣ事業の売上高は３億95百万円、セグメント利益は２億58百万円となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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 なお当社グループの平成24年３月末時点の店舗数は648店舗（直営店（国内）294店舗、直営店（海外）４店舗、Ｆ

Ｃ店350店舗）となりました。ブランド別の店舗数は以下のとおりです。 

  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は11億１百万円増加し、

138億41百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末から７億18百万円増加し、固定資産は３億75百万円増加

しております。流動資産が増加した主な理由は、借入の実行及び社債の発行に伴う現金及び預金の増加５億89百万円

によるものであります。固定資産が増加した主な理由は新規出店に伴う有形固定資産の増加２億57百万円によるもの

であります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末と比較して９億73百万円増加し、109億28百万円となりました。これは主

に社債の発行による増加額２億70百万円及び借入の実行による増加額７億円に対して未払法人税等の減少額が31百万

円あったことによるものであります。 

 純資産につきましては、当期純利益の計上及び配当金の支払い等により、29億12百万円となりました。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年12月期の通期の業績予測につきましては、平成24年２月14日に公表しました業績予想に変更はありませ

ん。   

     

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（純損失）に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法によっております。ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22

年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成

22年６月30日）を適用しております。 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・

オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正

な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間においては、これらの会計基準等の改正に伴う影響はありません。 

   

（４）追加情報 

 当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  直営店(国内) 直営店(海外) ＦＣ店 合計 

まいどおおきに食堂  124  3  315  442

神楽食堂 串家物語  45  －  13  58

手作り居酒屋 かっぽうぎ  32  －  18  50

浪花麺乃庄 つるまる  45  －  4  49

その他  48  1  －  49

合計  294  4  350  648

２．サマリー情報（その他）に関する事項

㈱フジオフードシステム（2752）　平成24年12月期　第１四半期決算短信

3



    

   

 該当事項はありません。       

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,815,472 3,405,447

売掛金 331,597 309,839

たな卸資産 87,709 76,383

繰延税金資産 115,891 115,891

その他 939,316 1,102,002

貸倒引当金 △78,459 △79,826

流動資産合計 4,211,528 4,929,739

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,740,769 6,712,660

減価償却累計額 △2,951,401 △2,883,628

減損損失累計額 △333,409 △317,659

建物及び構築物（純額） 3,455,957 3,511,372

工具、器具及び備品 2,210,604 2,311,302

減価償却累計額 △1,691,137 △1,718,374

減損損失累計額 △36,845 △39,806

工具、器具及び備品（純額） 482,620 553,121

土地 98,139 111,221

建設仮勘定 30,659 159,064

その他 222,161 221,662

減価償却累計額 △76,926 △86,721

その他（純額） 145,234 134,941

有形固定資産合計 4,212,613 4,469,720

無形固定資産 24,279 22,765

投資その他の資産   

投資有価証券 233,217 229,834

繰延税金資産 468,159 465,320

敷金及び保証金 3,134,459 3,126,850

その他 490,218 589,538

貸倒引当金 △76,558 △42,209

投資その他の資産合計 4,249,496 4,369,334

固定資産合計 8,486,389 8,861,820

繰延資産 41,564 49,712

資産合計 12,739,482 13,841,271
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 859,932 856,430

1年内返済予定の長期借入金 1,668,126 1,738,236

未払金 748,349 861,816

未払法人税等 178,310 147,169

賞与引当金 47,868 24,792

資産除去債務 22,861 29,352

訴訟損失引当金 31,000 31,000

その他 1,374,940 1,449,089

流動負債合計 4,931,388 5,137,886

固定負債   

社債 1,650,000 1,850,000

長期借入金 2,021,688 2,651,981

リース債務 129,581 115,921

資産除去債務 562,245 562,245

その他 660,445 610,630

固定負債合計 5,023,961 5,790,778

負債合計 9,955,350 10,928,665

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,185,892 1,196,107

資本剰余金 1,065,638 1,075,853

利益剰余金 580,190 673,397

株主資本合計 2,831,720 2,945,358

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △27,674 △29,059

為替換算調整勘定 △32,734 △25,677

その他の包括利益累計額合計 △60,408 △54,737

新株予約権 2,846 3,912

少数株主持分 9,973 18,072

純資産合計 2,784,132 2,912,606

負債純資産合計 12,739,482 13,841,271
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 5,022,577 5,464,619

売上原価 1,690,273 1,817,861

売上総利益 3,332,304 3,646,757

販売費及び一般管理費 3,055,192 3,183,917

営業利益 277,111 462,840

営業外収益   

受取利息 449 1,324

受取家賃 30,236 28,314

その他 6,993 3,949

営業外収益合計 37,679 33,588

営業外費用   

支払利息 28,662 18,768

社債利息 7,869 7,787

賃貸収入原価 27,405 28,346

持分法による投資損失 3,852 473

その他 6,297 14,972

営業外費用合計 74,086 70,346

経常利益 240,704 426,082

特別利益   

受取和解金 7,500 46,721

債務免除益 19,022 －

固定資産売却益 9,221 －

その他 － 169

特別利益合計 35,744 46,890

特別損失   

店舗解約損 6,398 54,117

固定資産除却損 33,481 38,404

減損損失 91,352 54,559

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 251,865 －

その他 － 200

特別損失合計 383,098 147,280

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△106,650 325,692

法人税等 175,213 134,136

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△281,863 191,555

少数株主利益 3,135 7,020

四半期純利益又は四半期純損失（△） △284,998 184,534
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△281,863 191,555

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,364 △1,385

為替換算調整勘定 4,007 8,230

持分法適用会社に対する持分相当額 － △94

その他の包括利益合計 1,643 6,749

四半期包括利益 △280,220 198,304

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △283,355 190,205

少数株主に係る四半期包括利益 3,135 8,098
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 該当事項はありません。   

   

（セグメント情報等）  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額△359,975千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。

全社費用の主なものは、提出会社の管理部門等の経費であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 「直営事業」セグメントにおいて、当第１四半期連結会計期間に営業活動から生ずる損益が著しく低下した

店舗等について、当該店舗の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては

91,352千円であります。 

  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額△382,622千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。

全社費用の主なものは、提出会社の管理部門等の経費であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損
益計算書計上
額（注２） 直営事業 ＦＣ事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  4,619,878  402,699  5,022,577  －  5,022,577

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  －  －  －  －

計  4,619,878  402,699  5,022,577  －  5,022,577

セグメント利益  398,796  238,290  637,086  △359,975  277,111

  

報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損
益計算書計上
額（注２） 直営事業 ＦＣ事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  5,068,897  395,722  5,464,619  －  5,464,619

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  －  －  －  －

計  5,068,897  395,722  5,464,619  －  5,464,619

セグメント利益  587,090  258,373  845,463  △382,622  462,840
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   ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 「直営事業」セグメントにおいて、当第１四半期連結会計期間に営業活動から生ずる損益が著しく低下した

店舗等について、当該店舗の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては

54,559千円であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 （事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）  

 前連結会計年度において、セグメントの事業をより適正に評価管理するため、セグメント利益の算定に用い

る全社費用の配賦方法を見直しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間に係る報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報は、変更

後の方法により作成したものを記載しております。 

  

 該当事項はありません。   

   

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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１．事業提携契約 

 当社は、平成24年５月14日開催の取締役会において株式会社アドバンテッジアドバイザーズとの事業提携契約締

結を決議し、同日付で同社と契約を締結致しました。 

 (1) 株式会社アドバンテッジアドバイザーズとの事業提携契約の内容 

   ① 事業提携の理由 

   イ  効率的な事業運営を可能にする科学的経営手法の導入 

   ロ  有能な海外事業パートナーを探索するためのネットワークやそれを有効活用するノウハウの獲得  

  

   ② 事業提携の内容等 

    イ 国内新規出店に関する支援活動 

      当社の既存業態を活用した、新業態の収益性を含めた店舗モデルの作成、提案や同社のノウハウを活か

した出店余地分析、出店用地の探索支援を受けることにより、より効率的な出店戦略を進めてまいりま

す。  

    ロ  海外事業提携支援 

      同社の有するネットワークを活用した海外事業パートナー探索支援、事業戦略策定支援を受けることに

より、スピーディーかつ確実な海外事業展開を進めてまいります。 

    ハ  全社経営管理・計数分析手法導入支援 

       出店スピードを加速させるに伴い、これまで以上に海外を含めた全社ベースでのより精緻な経営管理が

必須となってまいります。かかるノウハウを豊富に有する同社から計数分析手法の導入支援を受けること

により、より精緻な経営管理を実現してまいります。 

   

２. 第三者割当による転換社債型新株予約権付社債の発行 

 当社は平成24年５月14日開催の取締役会において、国内における新規出店費用、既存店事業の業績改善のための

既存店改装費用、海外事業展開のための直営店出店費用等に充当すること目的とした、第三者割当による転換社債

型新株予約権付社債の発行を決議し、同日付で株式会社アドバンテッジアドバイザーズが間接的に投資助言サービ

スを提供しているファンドと上記社債の引受契約を締結致しました。 

 発行予定の転換社債型新株予約権付社債の内容は以下のとおりであります。  

 (1) 第１回転換社債型新株予約権付社債 

     ① 発行総額：499,999,969円 

     ② 各社債の発行価額：10,204,081円（額面100円につき金100円） 

   ③ 利率：利息は付さない 

   ④ 償還金額：額面100円につき金100円 

   ⑤ 償還期限：平成29年５月30日 

   ⑥ 償還方法： 

   イ 満期償還  

     平成29年５月30日にその総額を額面100円につき100円で償還する。 

   ロ コールオプション条項による繰上償還 

     平成24年８月30日以降、本新株予約権付社債発行要項のとおりコールオプション条項による繰上償還を

することができる。 

    ハ その他繰上償還 

     本新株予約権付社債発行要項のとおりの繰上償還が行われる場合がある。 

    ⑦ 新株予約権に関する事項 

   イ  新株予約権の目的となる株式の種類：当社普通株式 

   ロ 発行する新株予約権の総数：49個 

   ハ 新株予約権の払込価格：本新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないものとする。 

   ニ 新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及びその価額： 

         本新株予約権の行使に際して出資される財産は、当該本新株予約権に係る本社債とし、当該本社債の価

額はその払込金額と同額とする。 

    ホ 転換価額：１株当たり186,037円。 

    ヘ 行使期間：平成24年５月30日から平成29年５月30日 

   ⑧ 払込期日（発行日）：平成24年５月30日 

   ⑨ 募集の方法：第三者割当により、次の者に対して割当てる。 

    Pleasant Vally  275,510,187円 

（６）重要な後発事象
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    Hillcrest, L.P. 173,469,377円 

    Clear Sky, L.P. 40,816,324円 

    フラッグシップアセットマネジメント投資組合45号 10,204,081円 

   ⑩ 担保・保証の有無：なし 

  

 (2) 第２回転換社債型新株予約権付社債 

   ① 発行総額：999,999,938円 

   ② 各社債の発行価額：20,408,162円（額面100円につき金100円） 

   ③ 利率：利息は付さない 

   ④ 償還金額：額面100円につき金100円 

   ⑤ 償還期限：平成29年５月30日 

   ⑥ 償還方法： 

    イ 満期償還 

     平成29年５月30日にその総額を額面100円につき100円で償還する。 

    ハ その他繰上償還 

     本新株予約権付社債発行要項のとおりの繰上償還が行われる場合がある。 

   ⑦ 新株予約権に関する事項 

     イ 新株予約権の目的となる株式の種類：当社普通株式 

     ロ 発行する新株予約権の総数：49個 

     ハ 新株予約権の払込価格：本新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないものとする。 

     ニ 新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及びその価額： 

          本新株予約権の行使に際して出資される財産は、当該本新株予約権に係る本社債とし、当該本社債の価

額はその払込金額と同額とする。 

     ホ 転換価額：１株当たり186,037円。なお転換価額は本新株予約権付社債発行要項のとおり修正されるこ

とがある。ただし、下限転換価額は154,275円とする。 

    ヘ 行使期間：平成26年５月30日から平成29年５月30日 

    ト 現金決済条項：当社は本新株予約権付社債発行要項の記載に従い、一定期間の事前通知を行った上で、

本新株予約権付社債の全部又は一部を取得し、これと引換えに本新株予約権付社債権者に対して交付財

産（転換価値が社債額面以下の場合は、社債額面金額相当の金銭、転換価値が社債額面金額を上回って

いる場合は、社債額面金額相当の金銭に加え、転換差益相当の株式）を交付することができる。 

          ただし、上記引受契約において、本新株予約権付社債に付された現金決済条項の発動について、各割当

先の事前の承諾が必要であること、及び各割当先が本新株予約権付社債に係る新株予約権を行使しよう

とする場合には、一定期間内、現金決済条項を発動することを承諾することを合意している。 

   ⑧ 払込期日（発行日）：平成24年５月30日 

   ⑨ 募集の方法：第三者割当により、次の者に対して割当てる。 

     Pleasant Vally  551,020,374円 

    Hillcrest, L.P. 346,938,754円 

     Clear Sky, L.P. 81,632,648円 

     フラッグシップアセットマネジメント投資組合45号 20,408,162円 

   ⑩ 担保・保証の有無：なし 
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